
ボ
ク
、う
ぇ
る
く
ん
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
、

も
っ
と
知
り
た
い
な
。

【問合せ】杉並ボランティア・地域福祉推進センター　%03-5347-3939   Fax.03-5347-2063　e-mail:info@borasen.jp

どんな活動が
あるのかな？
募集情報の中から、
活動を選択します。

相手を知ろう！
選んだ先の見学や
顔合わせをします。

活動決定
選んだ先で活動を
始めます。

2

1

3

4-2

4-1

一人ひとりの気持
ちをうかがって情
報提供やアドバイ
スをします。

活動を通じて徐々に信頼
関係を築いていきます。
困った時はご相談ください。

これを
やってみたい！

みんなでワイワイ
できるイベントの
ボランティアも
あるんだね

やってみよう！
ボランティア
やってみよう！
ボランティア

まず相談
どんなことに関心があるのか、
いつ可能なのか、どのような人
を対象にするのか、希望をコー
ディネーターに伝えてください。

活動先の再選択
考えていた活動と違っ
ている場合は、選び
直すこともできます。

第1印象も大切。
募集者と活動希望者が
お互いに面接します。

どうやって
すすめるのかな

2 へ

内
容

日
時

会
場

対
象

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
け
れ
ど
、
自
分
に
合
う
活

動
は
あ
り
ま
す
か
？
」「
自
宅
の
近
く
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま

す
か
？
」「
継
続
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
で
き
な
い
の
で
す

が
、
単
発
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
り
ま
す
か
？
」

一
歩
踏
み
出
す
の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方
に
向
け
て
の

説
明
会
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
み
た
い
と
い

う
お
気
持
ち
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
説
明
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
か
ら
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。
最
初
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
の
は
荷

が
重
い
」
と
思
う
方
に
は
、
講
座
の
ご
案
内
も
し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
い
ろ
い
ろ

●
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
の
？

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
す
る
の
？ 

●
そ
の
他
情
報
提
供

１
回
目　

平
成
22
年
８
月
２
日（
月
）

２
回
目　

平
成
22
年
９
月
１
日（
水
） 

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪　

４
階

環
境
学
習
室

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

応
援
し
ま
す
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　

地
域
デ
ビ
ュ
ー

応
援
し
ま
す
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　

地
域
デ
ビ
ュ
ー

はじめてのボランティア  説明会

　ボランティアの募集情報は、毎月10
日発行の情報紙『ボラン・て』や、セ
ンターのホームページに掲載しています。

『ボラン・て』は、あんさんぶる荻窪
の各階のほか、JR中央線西荻窪から中
野までの各駅などに置いてあります。
　センターのホームページは、社協の
ホームページからご覧になれます。

２面●ボランティアいろいろ事典
３面●平成21年度決算及び事業報告
　　●平成22年度　重点事業
　　●民生委員児童委員コーナー
４面●ささえあう地域福祉の輪

主な記事

ボランティア すすめボランティアのすすめ

すぎなみ社協すぎなみ社協 〒167-0051
杉並区荻窪5-15-13
あんさんぶる荻窪5階
□03-5347-1010（代）
ｅ-mail 
fukushi@sugisyakyo.com

社会福祉法人
杉並区社会福祉協議会
社協は地域福祉を推進する
社会福祉法人（民間団体）です。すぎなみ社協

2010.7.10

No.138

広報紙「すぎなみ社協」は奇数月（5・7・9・11・1・3）10日発行です。
ホームページでもご覧になれます。http://www.sugisyakyo.com

ささえあう  地域づくりが  仕事です

杉並社協のマスコット
キャラクター「うぇるくん」



◆ボランティアの語源
　ラテン語の「志し」「自由意思」を表すvoluntasという言葉が、フランスで「喜

び」や「精神」という意味のvolonteになり、英語のvolunteerになったと言わ

れています。日本では、1969年広辞苑に掲載されたのが最初とされています。

　
◆ボランティア元年
　1995年１月17日に起きた阪神・淡路大震災で、被災

者支援のボランティア活動に参加した人の数は３か月

間で延べ117万人と言われています。義援金拠出、物資

提供などの後方支援に携わった人々を含めると、参加人数

はもっと増えるでしょう。この災害を通して、被災地での

ボランティア活動の重要性への認識が一気に高まりました。

このため、この年を「ボランティア元年」と呼ばれています。

◆ボランティア活動の本質
　ボランティア活動には、①自発性②社会性・公益性

③無償性④創造性・先駆性の四つの特性があると言われています。

　「自分から」何かしたいと思ったときに、ボランティア活動は始まります。

ほかから強制されたり、義務で行うものではありません。「いろいろな人と」

お互いを尊重し合いながら行う活動です。活動の先には「充実感」が待ってい

ます。いろいろな人と一緒に成し遂げる、作り上げていく充実感こそが、ボラ

ンティア活動の醍醐味です。「いつも新鮮に」マンネリにならず、自分や周り

のことをいつでも見直して、経験、知識、感性をフル活用してより楽しい活動

にしましょう。

◆数字でみるボランティア
　全国の社会福祉協議会で把握しているボランティアの数は、8,327,670人（2007

年10月現在）となっています。このボランティアの数は、ボランティア団体に

所属する方と、個人で活動するボランティアの人数を合計したものです。1980

年と比較して、団体に所属するボランティアは、約4.9倍。ボランティア団体数

は、約9.1倍。個人ボランティアは、約14.6倍となっています。

◆杉並のボランティア活動
　杉並社協が把握しているところでは、1965年視

力障害者に対するボランティア「杉並三木会」、

1972年「杉並・老後を良くする会」、1974年浴風会病院内のボ

ランティア「ごもく会」「ボランティアグループ金曜会」、1977

年「手話サークル杉の会」など福祉分野を中心に続々と誕生し

ました。1988年には資源活用・ごみの減量などを掲げた「井の

頭沿線グループ」、1990年代以降は国際協力、文化・芸術など

多岐にわたる領域でボランティアグループが誕生し活躍してい

ます。

　2002年以降、みどりのボランティア杉並、違反広告物除却活動協力員、文化

財保護ボランティアなど、杉並区が募るボランティア活動の種類も人数も増え

ています。

◆杉並ボランティア・地域福祉推進センター
　センターでは、ボランティア活動を希望する個人、団体等の相談に応え、コ

ーディネート業務を行っています。昨年度の相談件数は、1300件を超えました。

また、活動支援として機材の貸出しやボランティア保険の加入事務、研修や交

流会、情報紙の発行やホームページによる情報提供も行っています。

　センターは、ボランティア活動者からの要望を受け、1980年杉並社協内にボ

ランティア担当者を配置したことから始まります。1985年に「ボランティアコ

ーナー」が設置され、ボランティア活動推進事業が本格的にスタートしました。

さらに、1995年には阿佐谷南で「ボランティアセンター」となりました。その

後、2002年10月にＮＰＯ支援も行う「ＮＰＯ・ボランティア活動推進センター」

として生まれ変わりましたが、ＮＰＯ支援は別法人が運営することになり、2006

年にあんさんぶる荻窪に移転しました。また、2007年には地域福祉推進係と統

合して、現在の「杉並ボランティア・地域福祉推進センター」となりました。

ボランティア私の流儀
館　佳子さんの流儀（点字サークル「さざんか」）
今の自分にできることをすればいい

　背伸びをせず、等身大の自分でいい。相手にできないことで、自分にでき
ることをすればいい。何が求められているのかを話し合い、「共に歩く」こ
とを一番に考えています。

神谷　幸男さんの流儀（NPO未来をつなぐ子ども資金　理事）
聞けば天の声に対する応答

　人は何かに駆り出されて行動する習性があります。その何かは人によって
いろいろです。感情であったり、理性であったり、時には天の声であったり。

ボランティア活動をして
いる方に伺いました

あ
な
た
の
力
を
生
か
す

夏
が
、
始
ま
り
ま
す
！

あ
な
た
の
力
を
生
か
す

夏
が
、
始
ま
り
ま
す
！

 

中
高
生
か
ら
の
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ニ
ュ
ー
ス
や
授
業
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
聞
く
け
れ
ど
、普
段
は
な
か
な
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
れ
な
い
若
い
方
た
ち
の
た
め
に
、社
協
が
用
意
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

そ
れ
が
、夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

ボランティアをする場は
いろいろあります
ボランティアをする場は
いろいろあります

● 主な活動内容 ●

高齢者施設など
●利用者さんの話し相手●体
操や手芸等プログラムの参加
補助●昼食の配膳●シーツ交
換など

障害者施設など
●作業のお手伝いやレクリエ
ーション等、余暇活動の補助
など

保育園・児童館など
●子供たちの遊び相手、プー
ル遊びの補助など

高齢者施設など
●利用者さんの話し相手●体
操や手芸等プログラムの参加
補助●昼食の配膳●シーツ交
換など

障害者施設など
●作業のお手伝いやレクリエ
ーション等、余暇活動の補助
など

保育園・児童館など
●子供たちの遊び相手●プー
ル遊びの補助など

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
何
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」、 

「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」…
…
そ
ん
な
思
い
を
も
つ
若
い
人
た
ち
を
後
押
し

す
る
企
画
で
す
。 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
気
付
か
な

か
っ
た
世
界
と
出
会
っ
た
り
（
た
と
え
ば
保
育
園
で
園
児
の
お
世

話
を
し
た
り
、
高
齢
者
施
設
で
お
年
寄
り
の
お
話
し
相
手
を
し
た

り
な
ど
）、
社
会
的
使
命
を
も
っ
た
活
動
を
肌
で
感
じ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
休
み
の
体
験
を
活
か
し
、
次
世
代
を
担
う

若
い
人
た
ち
が
、
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
実
践
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
欲
し
い
と
、
社

協
で
は
考
え
て
い
ま
す
。 

　

単
に
与
え
ら
れ
た
場
所
に
行
っ
て
、
言
わ
れ
た

こ
と
を
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
活
動
先
一
覧
か
ら

事
前
に
興
味
の
あ
る
施
設
を
自
分
で
選
び
、
実
際

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、

受
け
入
れ
先
に
自
分
で
連
絡
を
し
た
り
活
動
後
、

記
録
を
書
い
た
り
、
活
動
前
後
を
自
己
管
理
す
る

こ
と
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
で
す
。

　

夏
の
終
わ
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
積
ん

だ
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、
活
動
を
振
り
返
る
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

ボランティアボランティアボランティア

ボランティアその前に

ラランンテティィアアテテボランテテテボランテボランテボランテララボランテララボランテンンボランテンンボランテテテボランテテテラララボランテラララララララララボランテララララララララララララボランテララララララララボランテララボランテボランテンンンンンンボランテンンンンンンンンボランテンンボランテボランテテテテテテテボランテテテテテテテテテボランテテテテテテボランテテテテテテテテテテボランテテテテテテテボランテボランティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア

ボランティアその前にボランティアその前にボランティアその前に

いろいろ事典いろいろ事典

【問合せ】杉並ボランティア・地域福祉推進センター
� 03-5347-3939   e-mail:info@borasen.jp
http://borasen.jp

興味のある方は
　  ご連絡ください

昨年の「まとめの会」の様子です

1日目は一人で参
加したこともあ

り、緊張しました
。施設の人が優

しく教えてくれた
ので、すぐに緊

張が解け、利用者
の方々にも親

しみがわいてきま
した。

3日間のボランティアで、
子どもたちにずっとパワ
ーをもらって過ごすこと
ができました。

03-5347-3939   e-mail:info@borasen.jp

ふーん、
ボランティアって
ずいぶん古い
言葉なんだね。

こんなに
ボランティアしてる人が

増えたんだ…
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杉並区内には、13地区の民生委員児童委員協議会があり、401名の民生
委員・児童委員と28名の主任児童委員がいます。
このコーナーでは、民生委員・児童委員と主任児童委員が、どのような活
動をしているかを取材して紹介します。

身近にいます
民生委員・児童委員
主 任 児 童 委 員
民生委員・児童委員
主 任 児 童 委 員
子どもたちが健やかに育つために・・・こんな活動もしています。

【民生委員・児童委員、主任児童委員に関するお問合せは】
杉並区保健福祉部管理課地域福祉係　□03-3312-2111（代表）
杉並区社会福祉協議会　□03-5347-1010

★井荻小学校区の
民生委員・児童委
員は平成20年9
月から「朝遊び」
の見守りに協力し
ています。
　朝遊びは、井荻
小学校の「学校支
援本部いおぎ丸」
の事業のひとつで
す。PTAのOBや
地域住民と一緒に、授業開始前30分間を子どもたちと遊びながら、
安全に配慮し見守りを行っています。
　参加している子供たちは、「うんていをしていて、手のまめ
から血が出ちゃった。」など見守りボランティアの方に安心し

て声をかけます。ボランティアの方
も「一緒に保健室に行こうね」と促
したりします。
★朝遊びをすることにより、脳の働きが活発になり、授業にス
ムーズに入れて、とてもよいということです。
　見守りボランティアの方は、子どもと一緒に遊んだり、話を
したりすることで、親しみがわき、それにより子どもたちから
の相談を受けやすくなります。
★このような見守りを通して、地域住民や民生委員・児童委員が、
地域のなかで子どもたちに声をかけたり、あいさつを交わした
りと、子どもたちの安全に配慮した環境づくりを進めています。
〈取材：民生委員児童委員協議会　鈴木（井荻地区）、渋谷（成田地区）、中田（荻窪地区）〉

　発行回数を年4回から6回に増やします（奇数月・10日発行）。
これまで以上に区民のみなさまに社協事業を効果的に伝え、
また区内の地域福祉の取組みを積極的に伝えていきます。

　地域福祉をテーマに、講演会や福祉体験、地域活動の発表
などさまざまなプログラムを実施します。また、いろいろな
人と話し合い、交流する場も計画します（11月7日（日）開
催予定）。

　杉並区と協働して、福祉の人材育成・確保をめざして、区
内の福祉関連事業者による求人・求職の相談・面接会を開催
します（9月18日（土）開催予定）。

その１

その２

その３

その１ 広報紙「すぎなみ社協」の充実

その２ （仮称）地域福祉フォーラムの開催

その３ 福祉のおしごとフェアの開催

　杉並社協の主な収入は、行政からの

補助金、受託金が約８割を占めています。

　主な支出は、歳末たすけあい募金等

を財源とする地域福祉事業、補助金に

よるボランティア活動推進事業、住民

参加型ホームヘルプ事業、福祉サービ

ス利用援助事業、受託金によるファミ

リーサポートセンター事業、地域包括

支援センター事業（ケア24）、認定調査

事業、またそれらの事業を支える人件費、

事務費です。皆様からの会費、寄附金は、

補助・受託事業の対象になっていない

ホームページの運営や広報紙の発行な

どに充てさせていただいています。

決算報告決算報告

　21年度は、全体的には大きな変化はありませんでしたが、特に数値が増えた事業をいく
つかご紹介します。詳細は、報告書または社協ホームページをご覧ください。報告書は社
協にありますので、お問合せください。

☆きずなサロン（※1）

　自宅開放型のきずなサロン“みちくさ”（高円寺北）が新規に立ち上がり、全部で11か所
となりました。

☆車いす貸出事業
　前年度比28.7%増の1,451件の貸出しがありました。また貸出拠点が町会・自治会などで
５か所増え、189か所になりました。（保管台数　234台→250台に）

☆生活福祉資金等の貸付事業
　離職等により日常生活全般に困難を抱えた世帯対象に、“総合支援資金”が平成21年10月
に新設され、相談件数は1,490件でした。前年の離職者支援資金の相談と比べると14倍にな
ります。他の貸付資金を合わせると総相談件数は2,922件で、前年度比2.6倍でした。また、
厚生労働省が実施した“ワンストップ・サービス・デイ”に職員を派遣して協力しました。

☆介護認定調査事業（※2）

　杉並区内の総調査件数21,608件の内、7,691件を受託しました。また、区外居住者の調査

についても新たに契約を結び、上記の内904件の調査を行いました。
※１　地域の方々が中心となって運営し、お茶を飲みながらおしゃべりを楽んだりする交流の場

です。杉並社協が開設の応援をしています。
※２　介護保険サービスを利用する際の、要介護度を決めるための調査で、杉並区からの受託事

業です。また、区外居住者とは、杉並区に住民票はありますが、入院などのため区外に居
住している人です。

事業報告事業報告

積立預金取崩収入
4,696,395

その他の収入
21,807,022

介護保険収入
19,283,377

事業収入
24,578,096

共同募金配分金収入
14,010,284

受託金収入
165,710,236

補助金収入
209,580,670

寄附金収入
10,700,279

会費収入
5,332,300

利子収入
5,035,000

合計
480,733,659

（単価：円） （単価：円）
自動販売機設置事業

1,259,400

受託事業
162,589,860

高齢者入居支援事業
1,096,983

交通遺児援護事業
1,396,226

福祉サービス
利用援助事業
44,170,350

住民参加型
ホームヘルプ事業

66,076,900

ボランティア活動推進事業
3,578,216

地域福祉事業
65,056,200

法人運営
135,509,524

合計
480,733,659

平成21年度　決算報告（収入の部） 平成21年度　決算報告（支出の部）

平成21年度　杉並社協・決算及び事業報告平成21年度　杉並社協・決算及び事業報告

平成22年度　杉並社協・重点事業平成22年度　杉並社協・重点事業
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編集後記

今年から年6回発行予定の広報紙。初めて広報
を担当し右往左往していますが、わかりやすい
紙面作りに努めたいと思っています。皆様のご
意見ご要望をお待ちしております。（poko）

す
ぎ
な
み
社
協

１
３
８
平
成
二
十
二
年
七
月
十
日
発
行  

発
行
部
数　

二
十
万
部

発
行
／
社
会
福
祉
法
人  

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 　

〒
１６７
―

００５１
杉
並
区
荻
窪
５
―
15
―
13
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
５
Ｆ　

�
０
３
―
５
３
４
７
―
１
０
１
０　

FAX
０
３
―
５
３
４
７
―
２
０
６
１　

発
行
人
／　

橋
新
一
郎

No.

　荻窪園　久我山園
志木駅前園　新座畑中園

私
た
ち
は
杉
並
の
地
域
福
祉
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

武蔵野ドームテニススクール…………………78,580円
社団法人　杉並法人会　社会貢献委員会……66,110円

（株）ＦＦＳ味噌一荻窪店…………………………40,000円
（株）ＦＦＳ味噌一高円寺店………………………40,000円
五日市通り商店会………………………………10,000円
NPO法人日本入れ歯リサイクル協会…………42,326円
成一自治会　団体保険部………………………100,000円
東京土建一般労働組合杉並支部………………232,800円
天沼中学校卒業生父母の会……………………10,000円
ゴルフ教育研究会………………………………17,500円

（株）本村庵……………………………………200,000円
社団法人　杉並青色申告会青年部……………23,500円
クリーンライフECO・ブライフルクリーン………20,700円
チャリティリサイクルショップ　オレンジ………10,000円
ヒーマンの会………………………………………3,000円
社団法人　倫理研究所　家庭倫理の会杉並区…5,000円
NPO法人　プロップK……………………………5,000円
医療法人財団　荻窪病院　看護部……………14,100円

河辺　尚之………………………………………26,000円

16件…………………………………………4,446,088円

平成22年2月1日～平成22年5月31日まで
（お名前は承諾を得て掲載しています。）

ありがとうございました 

●●●●●寄附者名簿〈敬称略〉●●●●●

〈団　　体〉

〈匿　　名〉

〈個　　人〉

うぇるくん 〈25〉
夏休みの巻う

ぇ
る
く
ん
は
地
域
福
祉
活
動
の
種
。
彼
の
名
前
に
は
、
そ
の
種
を
「
植
え
る
」
、
福
祉
を
意
味
す
る
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
、

皆
さ
ん
ご
一
緒
に
と
い
う
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
の
３
つ
の
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
食
』を
通
じ
て
地
域
づ
く
り

 

杉
並
区
宮
前
在
住
の
種
岡
祐
子
さ
ん
が
、
仲
間

と
立
ち
上
げ
た
任
意
団
体
「
笑
う
か
ど
Ｋ
ｏ
ｔ
ａ

ｎ
ｅ
（
こ
た
ね
）
」
が
運
営
す
る
「
マ
チ
ュ
ア
サ

ロ
ン
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
マ
チ
ュ
ア
サ
ロ
ン
」
は
、
シ
ニ
ア
世
代
が
「
食
」

を
通
じ
て
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
の

場
で
す
。
食
事
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
ば
、
自
宅
に
届

く
配
食
型
や
、
皆
で
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
会
食

型
が
中
心
で
す
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、

調
理
か
ら
参
加
し
、
《
皆
で
作
っ
て
皆
で
食
べ
る
》

こ
と
を
目
的
と
し
た
食
事
会
で
す
。
ゆ
う
ゆ
う
荻

窪
東
館
で
毎
月
第
二
金
曜
日
に
開
か
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
日
の
参
加
は
男
性
３
名
、
女
性
が
５
名

で
し
た
。

 

マ
チ
ュ
ア（
ｍ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
）と
は
「
成
熟
し
た
」

と
い
う
意
味
で
、
シ
ニ
ア
や
シ
ル
バ
ー
よ
り
も
も

う
少
し
若
く
、
い
つ
ま
で
も
活
き
活
き
し
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
に
す
る
た
め
に
名
付
け
た
と
の
こ
と
で

す
。

 

「
火
は
弱
め
な
い
で
」「
色
が
薄
い
け
ど
、
お
醤

油
入
れ
た
？
」
男
女
の
区
別
な
く
役
割
分
担
を
こ

な
し
、
賑
や
か
な
声
と
と
も
に
本
日
の
料
理
が
完

成
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
お
金
を
出
せ
ば
、

荻
窪
な
ら
ど
こ
で
も
食
事
が
で
き
る
け
ど
、
お
話

し
相
手
は
い
な
い
か
ら
…
」「
普
通
、
お
店
で
は

こ
ん
な
に
お
か
ず
の
種
類
が
な
い
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
食
べ
ら
れ
て
幸
せ
だ
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

運
営
グ
ル
ー
プ
で
は
、
料
理
を
教
え
る
人
も
地

域
の
人
、
絵
が
得
意
な
人
は
レ
シ
ピ
に
挿
絵
を
入

れ
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
お
互
い
に
し
あ
え
る

当
た
り
前
の
お
付
き
合
い
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
が

元
気
な
う
ち
に
皆
で
食
事
を
す
る
楽
し
み
を
つ
く

る
こ
と
で
、
顔
見
知
り
も
増
え
、
引
き
こ
も
り
も

少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
代
表
で
あ
る
種
岡
さ
ん
自
身
が
、

子
供
の
成
長
等
家
族
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
い

つ
の
間
に
か
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
、
ま
た
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
講
座
『
す

ぎ
な
み
大
人
塾
』
の
受
講
を
き
っ
か
け
に
、
自
分

の
課
題
は
地
域
の
課
題
で
も
あ
る
と
認
識
し
、「
食
」

を
通
し
て
顔
の
見
え
る
地
域
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
形
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
子
育
て
世
代
に
も
地
域
の
縁
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。
昼
間
働
い
て
い
る
と
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
、
や
は
り
地
域
か
ら
孤
立
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て

親
子
で
参
加
で
き
る
場
を
作
ろ
う
と
始
め
た
の
が

「
キ
ッ
ズ
シ
ェ
フ
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
夕

食
を
、
マ
チ
ュ
ア
サ
ロ
ン
と
同
様
皆
で
作
っ
て
食

べ
ま
す
。
月
１
回
で
す
が
、
毎
回
十
数
組
も
の
親

子
が
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
は
参
加
す
る
こ
と
、
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た

シ
ニ
ア
世
代
、
子
育
て
世
代
、
子
供
た
ち
、
そ
し

て
笑
う
か
ど
ｋ
ｏ
ｔ
ａ
ｎ
ｅ
の
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

連
絡
先 

e-m
ail:ytaneo

@
ho

tm
ail.co

.jp

　
　
　
　

Fax　
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３
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５
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３
６
―
１
７
０
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「
笑
う
か
ど
K
o
t
a
n
e
」

　宮崎県共同募金会では、４月20日の口蹄疫
発生以来、口蹄疫防疫活動により被害を受け
た畜産農家に対する支援を行うことを目的に、
義援金の募集を行っています。
　募集された義援金については、宮崎県共同
募金会が取りまとめ、口蹄疫により被害を受
けた畜産農家に配分する予定となっています。
　皆様のご協力をお願いいたします。

義援金募集期間

平成22年5月14日（金）から平成22年7月30日（金）まで
詳細は杉並区社会福祉協議会ホームページ

http://www.sugisyakyo.com
または、赤い羽根募金みやざきホームページ
http://www.akaihane-miyazaki.jp/  参照

宮崎県口蹄疫被害義援金のお願い

社
協
で
は
、
交
通
事
故
等
に
よ
っ
て
父
母
な
ど
を

失
っ
た
児
童
に
、
援
護
金
を
支
給
し
ま
す
。

杉
並
区
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
及

び
高
等
学
校
等
に
は
、
お
知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。

詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

�
0
3
―
5
3
4
7
―
1
0
1
0

介護保険要介護認定調査員募集
介護保険申請者宅へ訪問し、要介護認定の調査を行う

介護支援専門員（必須）

月曜日～土曜日のうち土曜日を含む週に3～4日、
午前9時30分～午後4時30分（実働1日6時間、
但し土曜日は午前9時～午後1時の実働4時間）

時給950円～1,300円

若干名

杉並区(南荻窪・永福・堀ノ内のいずれか）

履歴書を7月20日（火）（必着）までに杉並区社会福
祉協議会・認定調査係（〒167－0051 荻窪5－15－
13、あんさんぶる荻窪5階）へ郵送又は持参。
書類選考の上、面接を7月27日（火)に実施。

認定調査係　� 03－5344－9871

勤務内容

資格要件

勤務時間

賃　　金

募集人員

勤  務  地

申  込  み

問  合  せ

交
通
遺
児
に

援
護
金
を
支
給
し
ま
す

交
通
遺
児
に

援
護
金
を
支
給
し
ま
す

交
通
遺
児
に

援
護
金
を
支
給
し
ま
す

地域福祉地域福祉地域福祉

「笑うかど
   Kotane（こたね）」

の

輪輪輪

　杉並区社会福祉協議会は、住民会員制度に
支えられた民間の福祉団体で、地域の福祉課
題の解決に取り組んでいます。
　杉並をよりよいまちにしていくため、皆様
の賛助会員としての入会をお願いいたします。

賛助会員会費　個人会員　年額　1,000円～
その他　施設、団体、地域、
企業会員があります。

入会方法　社協の窓口でお申し込みいただくか、
ご連絡いただければ郵便振替用紙
を郵送いたします。また、民生委
員さんを通じてもご入会いただけ
ます。

問 合 せ　総務係  %０３－５３４７－１０１０

賛助会員賛助会員 ご協力のお願い
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